
   
 

ご

六
年
生 

新
聞 

６年担任 

新
聞
記
者
が
伝
え
る
こ
と 

六
月
二
十
五
日
（
木
）
五
・
六
校

時
、
多
目
的
室
で
、
中
國
新
聞
社
の

記
者
、
水
川
恭
輔
さ
ん
か
ら
、
講
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

水
川
さ
ん
は
、
被
爆
地
広
島
の

様
子
を
、
当
時
の
写
真
や
手
記
、
証

言
か
ら
振
り
返
り
「
ヒ
ロ
シ
マ
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
」
と
し
て
連
載
さ
れ

て
い
ま
す
。 

子
供
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
意

図
で
記
事
を
書
か
れ
て
い
る
の

か
、
そ
こ
か
ら
私
た
ち
は
何
を
学

ぶ
べ
き
か
を
考
え
な
が
ら
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

２０２６年（令和８年） ６月２５日（木）北小六年生新聞  

その人が生きた証を繋ぐ 

水川さんは、戦争・原爆が何を奪ったのかを知るためには、「被爆前の一人一人が生きていた証」を

伝えること。原爆後の様子や被害を伝えるのも大切だが、幸せな生活や命・日常を奪われた人たちが

どんな暮らしをしていたかを知ってもらうことも大切だ。」と語っておられました。 

 子供達の振り返りです。 


